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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦枠と、この縦枠の上下端にそれぞれ取付けられる横枠と、これら縦枠と横枠に支持さ
れるパネルからなるキャビネットの扉構造において、前記縦枠の上端から横枠を取外して
前記縦枠の上端に連設されるアドオン縦枠と、このアドオン縦枠に両側を支持されながら
前記パネルの上端の上に中間枠を介して連続して配置され、かつ前記横枠を前記アドオン
縦枠に取付けることによって上端部を支持されるアドオンパネルを備え、前記アドオン縦
枠は、前記縦枠とアドオン縦枠の双方に差し込み可能なアドオン連結金具を介して縦枠に
連設されることを特徴とするキャビネットの扉構造。
【請求項２】
　縦枠と、この縦枠の上下端にそれぞれ取付けられる横枠と、これら縦枠と横枠に支持さ
れるパネルからなるキャビネットの扉構造において、前記縦枠の上端から横枠を取外して
前記縦枠の上端に連設されるアドオン縦枠と、このアドオン縦枠に両側を支持されながら
前記パネルの上端の上に中間枠を介して連続して配置され、かつ前記横枠を前記アドオン
縦枠に取付けることによって上端部を支持されるアドオンパネルを備え、前記縦枠、横枠
および中間枠は、前記パネルおよびアドオンパネルに面する側に溝が設けられ、前記パネ
ルおよびアドオンパネルは、この溝に左右両側および上下端が差し込まれることによって
支持されることを特徴とするキャビネットの扉構造。
【請求項３】
　前記アドオン縦枠は、前記縦枠とアドオン縦枠の双方に差し込み可能なアドオン連結金
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具を介して縦枠に連設される請求項２記載のキャビネットの扉構造。
【請求項４】
　前記パネルおよびアドオンパネルはそれぞれ、仕切枠を介して縦方向に連続的に配置さ
れる分割パネルおよび分割アドオンパネルからなる請求項１～３のいずれかに記載のキャ
ビネットの扉構造。
【請求項５】
　前記仕切枠の上面と下面には溝が設けられ、前記分割パネルと分割アドオンパネルは、
上下端がこの溝に差し込まれることによって支持される請求項４記載のキャビネットの扉
構造。
【請求項６】
　パネルの中間部に、把手を設けた請求項１～５のいずれかに記載のキャビネットの扉構
造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、キャビネットに用いられる、キャビネット筐体の高さの変更に合わせて、上
下寸法を変更しうるようにしたキャビネットの扉構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　スペースが限られたオフィスにおいて、収納物を増加した場合、本体キャビネットの上
に、上置きキャビネットを複数段に積み重ねることがある。この場合、両キャビネットの
ための扉の態様については、従来２つのものが知られていた。
【０００３】
　その１つは、図１１に示すように、前面が開口する筐体(51)の前面に、把手(52)付きの
両開き式の扉(53)を設けた本体キャビネット(54)の上に、筐体(55)の前面に把手(56)付き
の扉(57)を備える上置きキャビネット(58)を載置するものである。
【０００４】
　もう１つは、図１２に示すように、図１１のものと同様の本体キャビネット(54)の上に
、扉のない上置きキャビネット用の筐体(55)を載置し、それらの前面に、両筐体(51)(55)
の高さの和と等しい高寸の扉(59)を付け替えるものである。この態様では、扉(59)には、
上述の扉(53)におけるのとほぼ同じ位置に、ただ１個の把手(60)が設けられる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　しかし、前者においては、上置きキャビネット(58)専用の扉(57)の把手(56)が高い位置
にあるため、扉の開け閉めが不自由である。また、本体キャビネット(54)の扉(53)と上置
きキャビネット(58)専用の扉(57)との間に境界線ができるので、意匠的な観点から、ユー
ザの嗜好に合わないこともある。
【０００６】
　他方、後者の態様においては、本体キャビネット(54)用の扉(53)とは別に、高寸の扉(5
9)を用意しておかなければならず、使用しない方の扉の保管が面倒である。
【０００７】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、キャビネットの高さが変更する場合に、
元の扉をそのまま使用しながら、キャビネット筐体全体にわたって、１枚の扉として使用
することができるようにした、キャビネットの扉構造を提供することを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明によれば、上記課題は次のようにして解決される。
(１)縦枠と、この縦枠の上下端にそれぞれ取付けられる横枠と、これら縦枠と横枠に支持
されるパネルからなるキャビネットの扉構造において、前記縦枠の上端から横枠を取外し
て前記縦枠の上端に連設されるアドオン縦枠と、このアドオン縦枠に両側を支持されなが
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ら前記パネルの上端の上に中間枠を介して連続して配置され、かつ前記横枠を前記アドオ
ン縦枠に取付けることによって上端部を支持されるアドオンパネルを備え、前記アドオン
縦枠は、前記縦枠とアドオン縦枠の双方に差し込み可能なアドオン連結金具を介して縦枠
に連設する。
【０００９】
(２)縦枠と、この縦枠の上下端にそれぞれ取付けられる横枠と、これら縦枠と横枠に支持
されるパネルからなるキャビネットの扉構造において、前記縦枠の上端から横枠を取外し
て前記縦枠の上端に連設されるアドオン縦枠と、このアドオン縦枠に両側を支持されなが
ら前記パネルの上端の上に中間枠を介して連続して配置され、かつ前記横枠を前記アドオ
ン縦枠に取付けることによって上端部を支持されるアドオンパネルを備え、前記縦枠、横
枠および中間枠は、前記パネルおよびアドオンパネルに面する側に溝が設けられ、前記パ
ネルおよびアドオンパネルは、この溝に左右両側および上下端が差し込まれることによっ
て支持されるようにする。
【００１０】
(３)上記(２)項において、前記アドオン縦枠は、前記縦枠とアドオン縦枠の双方に差し込
み可能なアドオン連結金具を介して縦枠に連設する。
【００１１】
(４)上記(１)～(３)項のいずれかにおいて、前記パネルおよびアドオンパネルはそれぞれ
、仕切枠を介して縦方向に連続的に配置される分割パネルおよび分割アドオンパネルから
なるものとする。
【００１２】
(５)上記(４)項において、前記仕切枠の上面と下面には溝が設けられ、前記分割パネルと
分割アドオンパネルは、上下端がこの溝に差し込まれることによって支持されるものとす
る。
【００１３】
(６)上記(１)～(５)項のいずれかにおいて、パネルの中間部に、把手を設ける。
【００１４】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施の一形態を、添付の図面を参照して説明する。なお、共通の要素に
は、各図にわたって同一の符号を付してある。
【００１５】
　図１は、本発明の一実施形態を備える、キャビネットの扉(１)を示す正面図であり、図
２は、図１の扉(１)に、アドオンパネル(２)等を取り付ける前の状態を示す正面図である
。
【００１６】
　図２において、扉(1')は、２本の縦枠(３)と、その上下端にそれぞれ取付けられる横枠
(４)とによってパネル(５)を支持してなる。パネル(５)は、仕切枠(６)を介して縦方向に
配列される複数の分割パネル(5a)からなる。中ほどにある分割パネル(5a)には把手(７)が
設けられている。複数の分割パネル(5a)の高さは、それぞれユーザの嗜好に応じて種々の
ものを選択でき、またどのような順序で配列することもできる。なお、パネル(５)を、た
だ１枚の板で構成することもできる。
【００１７】
　図１において、扉(１)には、２本の縦枠(３)の上端に、それぞれアドオン縦枠(11)が連
設され、これらアドオン縦枠(11)(11)の間には、アドオンパネル(２)が配置されている。
アドオンパネル(２)は、パネル(５)の上に中間枠(12)を介して連設される。アドオンパネ
ル(２)が取付けられたこと以外に変わったところはないため、把手(７)の位置は変わらな
い。
【００１８】
　図３は、図２に示す扉(１)の上端部の拡大背面図である。また、図４～図６は、それぞ
れ、図３における横枠(４)、縦枠(３)および仕切枠(６)の断面図である。
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【００１９】
　縦枠(３)には、その上端にＬ金具(13)を介して、横枠(４)の左右両端が、ねじ(14)によ
って連結されている。Ｌ金具(13)は、図４と図５にそれぞれ示すように、横枠(４)の段差
部(4a)と縦枠(３)の段差部(3a)に当てがわれることによって容易に位置決めすることがで
きる。
【００２０】
　また、図４に示す横枠(４)の下面には溝(4b)が設けられ、最上段の分割パネル(5a)は、
上端がこの溝(4b)に差し込まれることにより支持される。なお、縦枠(３)の下端に取付け
られる横枠の場合は、その上面に同様の溝が設けられ、最下段の分割パネル(5a)の下端が
、この溝に差し込まれることによって支持される。
【００２１】
　他方、図５に示す縦枠(３)の右面には、溝(3b)が設けられているが、もう一方の縦枠(
３)の左面にも同様に溝(3b)が設けられている。各分割パネル(5a)の左右両端がこれらの
溝(3b)にそれぞれ差し込まれることによって、各分割パネル(5a)は確実に支持される。な
お、縦枠(３)には、上下方向を向く中空部(3c)が設けられているが、これは、後述するア
ドオン連結金具(15)を挿入するためのものである。
【００２２】
　さらに、図３に示す２枚の分割パネル(5a)の間には仕切枠(６)が介在するが、この仕切
枠(６)の上面と下面には、図６に示すようにそれぞれ上溝(6a)と下溝(6b)が設けられ、上
方と下方からそれぞれ分割パネル(5a)の下端と上端が差し込まれて支持される。
【００２３】
　上述の扉(１)において、図１に示したようなアドオンパネル(２)を装着するには、次の
ようにする。図７は、アドオン縦枠(11)とアドオンパネル(２)を取付けたキャビネットの
扉(１)の上部の拡大分解図である。
【００２４】
　まず、縦枠(３)とこの縦枠(３)に取付けた分割パネル(5a)と仕切枠(６)はそのままにし
て、Ｌ金具(13)を締結していたねじ(14)を緩めて、横枠(４)を縦枠(３)から取外す。次に
、横枠(４)を取外した縦枠(３)の上端において、図５で説明した中空部(3c)に、アドオン
連結金具(15)の下半部を挿入する。他方、このアドオン金具(15)の上半部は、長さ以外は
図５で説明した縦枠(３)と同一形状であるアドオン縦枠(11)の中空部（図示せず）に挿入
する。ボルト(16)を用いて、縦枠(３)とアドオン縦枠(11)をそれぞれアドオン連結金具(1
5)に締結することにより、縦枠(３)とアドオン縦枠(11)を面一に連設することができる。
【００２５】
　次に、すでに図６を参照して説明した仕切枠(６)と同一の形状を有する中間枠(12)の下
面に設けた溝（図示せず）を、最上段の分割パネル(5a)に嵌合し、さらにこの中間枠(12)
の上面に設けた溝（図示せず）に、アドオンパネル(２)の下端を差し込む。この際、アド
オンパネル(２)は、アドオン縦枠(11)の側面に縦枠(３)と同様に設けてある溝（図示せず
）内を摺動させ、最終的にはこの溝によって左右両側を支持される。なお、アドオンパネ
ル(２)は、パネル(５)と同様に、間に仕切枠を介在させて支持される複数の分割アドオン
パネルから構成することもできる。
【００２６】
　アドオンパネル(２)の装着が終わったら、この上端に、取外しておいた横枠(４)の溝(4
b)を当てがい、最終的にＬ金具(13)を横枠(４)とアドオン縦枠(11)の各段差部に載置して
位置合わせした後、ねじ(14)で連結し、図１の扉(１)を形成することができる。
【００２７】
　なお、分割パネル(5a)の高さと、アドオンパネル(２)の高さが異なる場合、アドオンパ
ネル(２)を追加する際に、必要に応じて、最上段の分割パネル(5a)を上方に外し、その代
りにアドオンパネル(２)を装着し、その上に、中間枠(12)を嵌合し、さらにその上に、先
に外した最上段の分割パネル(5a)を装着して、上下寸法の大きい扉(１)を形成してもよい
。すなわち、アドオンパネル(２)を、任意の分割パネル(5a)(5a)間に入れることができる
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。
【００２８】
　図８及び図９は、図１に示す扉(1')を、引き違い式の引戸として用いたキャビネットを
示す。この例では、基本となる筐体(31)の上に、上置き用の筐体(32)を載置し、筐体(31)
の下端前縁に下レール(33)を、また筐体(32)の上端前縁に上レール(34)をそれぞれ設け、
上下のレール(34)(33)の対向面に設けた前後２条のガイド溝(34a)(34b)(33a)(33b)に、上
下方向の長さを大とした扉(１)の上下の端部を、それぞれ左右方向に摺動自在に嵌合して
ある。
【００２９】
　上置き用の筐体(32)を外して、基本となる筐体(31)のみで使用する場合は、上レール(3
4)を筐体(32)から外して、筐体(31)の前上部に取り付け、かつ上記扉(１)からアドオンパ
ネル(２)等を外して、図２に示すようにした、上下方向の長さを小とした扉(１)を、上下
のレール(34)(33)間に上記と同様にして装着する。
【００３０】
　図１０は、図１に示す扉(１)を、両開き式の扉として用いたキャビネットを示す。この
例では、基本となる筐体(41)の上に、上置き用の筐体(42)を載置し、上下方向の長さを、
両筐体(41)(42)の高さの和とほぼ等しくした、図１に示す扉(１)を、下方の筐体(41)の両
側部に、上下１対ずつの蝶番(43)(43)をもって、それぞれ枢着してある。
【００３１】
　この例では、上置き用の筐体(42)を外して、基本となる筐体(41)のみで使用する場合は
、各扉(１)を筐体(41)に枢着したままの状態で、各扉(1')から、アドオンパネル(２)等を
、上述したのと逆の手順で外して、図２に示す上下寸法の短い扉(1')とすることができる
。
【００３２】
　本発明の扉構造は、その他のタイプのキャビネット用扉にも適用できることはもちろん
である。例えば、閉止時にすべての扉が左右方向に一直線状に並び、開くときは、いずれ
かの扉を、一旦前方に移動した後、左右方向に移動させるようにした、いわゆるフラット
扉にも適用することができる。
【００３３】
【発明の効果】
　本発明によれば、次のような効果を奏することができる。
(ａ)請求項１記載の発明によると、基本となる筐体の上に、上置き用（下置きも可能）等
の筐体を積み重ねて使用するキャビネットにおいて、基本となる筐体を閉塞していた元の
扉の各構成部材をそのまま使用して、積み重ねた多段の筐体全体の高さにわたって覆うこ
とのできる上下方向の長さが長い１枚の扉を簡単に形成することができ、高さ変更の可能
性のあるキャビネット用の扉として、有意義に使用することができる。
　また、長さ以外は縦枠と同一形状のアドオン縦枠を用いて、縦枠と面一に連設できるた
め、製造上の容易さとコスト面においてアドオン縦枠の製造を有利に行なうことができる
。
【００３４】
(ｂ)請求項２記載の発明によると、基本となる筐体の上に、上置き用（下置きも可能）等
の筐体を積み重ねて使用するキャビネットにおいて、基本となる筐体を閉塞していた元の
扉の各構成部材をそのまま使用して、積み重ねた多段の筐体全体の高さにわたって覆うこ
とのできる上下方向の長さが長い１枚の扉を簡単に形成することができ、高さ変更の可能
性のあるキャビネット用の扉として、有意義に使用することができる。
　また、特別なパネル固定部材を用いることなく、パネルおよびアドオンパネルの取付け
を容易に行うことができる。
【００３５】
(ｃ)請求項３記載の発明によると、長さ以外は縦枠と同一形状のアドオン縦枠を用いて、
縦枠と面一に連設できるため、製造上の容易さとコスト面においてアドオン縦枠の製造を
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有利に行なうことができる。
【００３６】
(ｄ)請求項４記載の発明によると、１枚の大きなパネルおよびアドオンパネルを用いるこ
となく、扱いやすい大きさの分割パネル、および分割アドオンパネルを用いて取付けを容
易に行うことができる。
【００３７】
(ｅ)請求項５記載の発明によると、特に支持部材を用意することなく、分割パネルおよび
分割アドオンパネルの取付けを容易に行うことができる。
【００３８】
(ｆ)請求項６記載の発明によると、扉の上下寸法を大とする場合も、小とする場合も、把
手の位置が変ることがなく、使い勝手がよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】　　本発明の一実施形態に係るキャビネットの扉構造の正面図である。
【図２】　　図１の扉構造に、アドオンパネルを取り付ける前の状態を示す正面図である
。
【図３】　図２の扉構造の上端部の拡大背面図である。
【図４】　図１の扉構造で用いる横枠の縦断面図である。
【図５】　図１の扉構造で用いる縦枠の横断面図である。
【図６】　図１の扉構造で用いる仕切枠の縦断面図である。
【図７】　アドオン縦枠とアドオンパネルを取付けたキャビネットの扉構造の拡散分解背
面図である。
【図８】　本発明に係る扉を引戸として筐体に取付けたキャビネットの正面図である。
【図９】　同じく、図８のIＸ－IＸ線に沿う縦断側面図である。
【図１０】　本発明に係る扉を開き戸として筐体に取付けたキャビネットの正面図である
。
【図１１】　従来の本体キャビネットの上に上置きキャビネットを載置した状態を示す正
面図である。
【図１２】　基本となる筐体の上に上置き用の筐体を載置し、それらの前面に、高寸の扉
を装着した従来のキャビネットを示す正面図である。
【符号の説明】
(１)(1')扉
(２)アドオンパネル
(３)縦枠
(3a)段差部
(3b)溝
(3c)中空部
(４)横枠
(4a)段差部
(4b)溝
(５)パネル
(5a)分割パネル
(６)仕切枠
(6a)上溝
(6b)下溝
(７)把手
(11)アドオン縦枠
(12)中間枠
(13)Ｌ金具
(14)ねじ
(15)アドオン連結金具
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(16)ボルト
(31)(32)筐体
(33)下レール
(34)上レール
(33a)(33b)(34a)(34b)ガイド溝
(41)(42)筐体
(43)蝶番
(51)筐体
(52)把手
(53)扉
(54)本体キャビネット
(55)筐体
(56)把手
(57)扉
(58)上置きキャビネット
(59)扉
(60)把手

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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